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RBA（豪州準備銀行）は11月7日（現地、以下同様）の理事会で、政策金利を4.10％から4.35％に引き

上げることを決定しました。同行は前回10月会合まで4会合連続で政策金利の据え置きを決定していまし

たが、前回会合の議事要旨（10月17日公表）で「インフレ率の目標回帰が現在の予想より遅れることに対

する許容度は低い」と記したほか、7-9月期消費者物価指数（10月25日発表）や9月小売売上高（10月30

日発表）が市場予想を上回ったことなどから、市場では今会合での利上げ観測が高まっていました。

声明文では、足元の経済指標が想定より強いことに触れつつ、インフレ率の鈍化が従前の予想より緩や

かなものにとどまるとの見方を示しました。具体的には、消費者物価指数の前年比が2024年末に3.5％付

近へ、2025年末に目標レンジ上限の3％へ鈍化するとの予想であり、8月時点の各3.3％、2.8％から上方

修正しています（詳細は11月10日公表の金融政策報告書で示される予定）。その上で、「妥当な期間内に

インフレ率が目標に戻ることをより確実にするため」と利上げ決定の理由を説明しています。

今後の方針は、前回までの「いくらかの更なる金融引き締めが必要になるかもしれない。しかし、それ

は今後のデータやリスク次第」から「更なる金融引き締めが必要になるかどうかは、今後のデータやリス

ク次第」へと変化し、追加利上げに向けたトーンは弱まった印象です。これを受けて市場では次回以降の

会合における利上げ観測が後退し、小幅ながら金利低下・株高・豪ドル安の反応となりました。

オーストラリア金融政策（2023年11月）
5会合ぶりの利上げだが、今回限りか

1/1

2023年11月7日

（出所）豪州統計局、RBA

豪州：消費者物価指数（前年同期比）

（％）

追加利上げに向けたトーンが弱まり、金利低下・株高・豪ドル安の反応

豪州：金利と為替

（出所）ブルームバーグ

※豪ドル円の2023年11月7日のデータは日本時間15時時点
※政策金利は決定日ベース

（％）
（実績：2016年1-3月期～2023年7-9月期）

（予想：2023年10-12月期～2025年10-12月期）（2016年1月初～2023年11月7日） （円/豪ドル）
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※11月時点のRBA予想は声明文で記されている2024年末と
2025年末のみ表示

※陰影部はRBAのインフレ目標レンジ（2～3％）
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